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プ　ロ　グ　ラ　ム

【全国支部連絡会】

開 会 挨 拶
司 会

【定期総会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「議事」

【幹事会】

開 会 宣 言
議 長 挨 拶
　「議事」

【懇親会】

司 　会
開 会 挨 拶
校 友 会 会 長 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
功 労 者 表 彰
優 秀 学 生 団 体 表 彰
支 部 旗 授 与
乾 杯
歓 談 ・ 会 食
ア ト ラ ク シ ョ ン

抽 選 会
校 歌 斉 唱
閉 会 挨 拶

    

鈴　見　健　夫
林　田　和　雄

長谷川　健　嗣
鈴　見　健　夫

鈴　見　健　夫

橋　本　雅　夫
鈴　見　健　夫
五十嵐　久　也
村　上　雅　人
早　坂　　　潔
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
枝　広　英　俊

野　口　博　文
畠　中　總一郎

実 行 委 員 長

校 友 会 会 長

（学）芝浦工業大学理事長

芝浦工業大学学長

後 援 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 副 会 長

校 友 会 副 会 長

会 長

副 会 長

常 任 幹 事

仮議長（会長）

仮議長（会長）

　

１．平成 26年度　事業報告　　５．平成 27年度　予算案
２．平成 26年度　会計報告　　６．幹事選任の件
３．平成 26年度　監査報告　　
４．平成 27年度　事業計画案　

１．常任幹事選出の件　　　　　２．その他

軽音楽部 ・ ギター部 OB 会・
ソプラノ歌手　柏木　沙友里

（実行委員　長谷川　健嗣）
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平成26年度　事業報告

「運営」
1. 本部と支部及び会員の関係強化の為、支部総

　会に積極的に参加した

2. 支部活性化のため、本部役員が重点を絞り参

　加した

3. 休眠支部の再立上げと新支部の立ち上げを積

　極的に図り、尚且つ64支部に対し助成した

4. 母校支援事業として教育事業後援資金を提供

　した

5. 母校主催の「新年賀詞交歓会」・「ホームカ

　ミングデー」に協賛した

6. 在校生主催「芝浦祭」「大宮祭」へ支援した。

　平成26年11月１日～３日豊洲校舎にて開催

7. 資格取得講座の紹介業務を推進した

8. 平成26年度の新入生及び学部卒業生全員に記

　念品を贈呈した

9. 母校主催の父母懇談会に支部役員及び本部役

　員が参加協力した。全国14会場にて開催

10. 母校学生団体への資金協力をした

11. 箱根駅伝出場に向けての支援を行った

12. 校友のための実学サロンを3回実施した

13. 在校生就職支援委員会を7回開催。企業へ学

　  生50名紹介、就職率96.7％、昨年より1.3％UP

「会議及び委員会」
＊定期総会（全国総会）   平成26年6月14日（土）

   ホテルイースト21  午後1時30分～午後2時15分

＊幹 事 会    平成26年6月14日（土）

  ホテルイースト21  午後2時20分～午後2時30分

＊懇 親 会   平成26年6月14日（土） 約700名参加

   ホテルイースト21  午後3時00分～午後6時00分

＊新年賀詞交歓会   平成27年1月23日（金）

   芝浦校舎　8階801、802大講義室　約140名参加

＊常任幹事会

　○第1回　  6月24日　○第2回　  7月14日　

　○第3回　10月  1日　○第4回　12月  9日  

　○第5回　  4月  9日  

＊全国支部連絡会（旧：全国支部長会議）

　○第13回　6月14日  

＊執行役員会（年間10回）　

　・今任期中の新規事業内容立案

　・幹事会及び常任幹事会が審議・決定する基

　　本的な運営方針と重要事項の事前審議

　・全国支部連絡会の企画・運営

　・幹事会及び常任幹事会に於いて決定した基

　　本方針を個別化し具体的に業務を執行し、

　　各業務間の調整を行う

＊総務委員会（年間９回）

　・大学との連携によるインターンシップの充実

　・実学サロンの企画運営

　・校友会だより発行

＊財務委員会（年間2回開催）

　・基本財産及び流動資産の整理、統合、管理

　　の徹底

　・経理規則の見直し　　

　・予算書、決算書作成　　

＊組織委員会（年間9回開催）

　・校友会会員名簿追補版発行へ向けての打合せ

　・休眠支部活性化の推進　

　・支部総会への参加　

　・外国支部の立ち上げ　

　・新規事業内容の検討

＊事業委員会（年間6回開催）

　・全国総会・懇親会及び新年賀詞交歓会の企

　　画・運営

　・資格取得講座への紹介業務拡大（収益事業

　　として）

　・校友倶楽部の充実

＊例規委員会（年間4回開催）

　・会則、規則の見直し・制定

＊特別委員会（年間4回開催）

　・箱根駅伝出場に向けての支援準備

　・課外活動優秀クラブ　

　・学生への支援

＊在校生就職支援委員会（年間７回開催）

　・キャリアサポート課と綿密な打ち合わせ

＊監査役会（年間3回開催）

　・業務監査　

　・会計監査　

　・外部監査法人との話し合い

＊選挙管理委員会

　・任期満了に伴う役員

　・役職者の選出、役員選挙の準備、評議員選挙

　　の確定

＊支部総会開催（平成26年4月～平成27年3月）

　　※支部総会開催リスト参照
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開催支部　合計 66支部 　参加者数　合計1707

3月15日

4月12日

4月12日

4月18日

4月19日

5月18日

5月24日

5月24日

6月7日

6月7日

6月7日

6月13日

6月18日

6月21日

6月21日

6月21日

6月26日

6月27日

6月28日

6月28日

6月28日

7月4日

7月4日

7月4日

7月5日

7月5日

7月6日

7月12日

7月18日

7月20日

7月25日

7月26日

8月23日

岐 阜

高 知

愛 媛

清水建設芝浦会

香 川

台 湾

北 海 道

機械工学科同窓会

芝 浦 技 術 士 会

ギ タ ー 部 OB

二部ワンダーフォーゲル部 OB 会

竹 中 芝 浦 会

沖 縄

愛 知

福 岡

福 島

宮 城

石 川

徳 島

岩 手

長 崎

鹿 児 島

鹿 芝 会

秋 田

静 岡 県 同 窓 会

柔 道 部 OB 会

鳥 取

富 山

川 崎 市 役 所

三 重

福 井

TBT（鳥人間）OB･OG 同好会

ソフトテニス部OB会

岐 阜

高 知

松 山

港 区

高 松

台 南

札 幌

豊 洲 校 舎

豊 洲 校 舎

千 代 田 区

芝 浦 校 舎

芝 浦 校 舎

那 覇

名 古 屋

福 岡

郡 山

仙 台

金 沢

徳 島

盛 岡

長 崎

鹿 児 島

芝 浦 校 舎

秋 田

静 岡

芝 浦 校 舎

米 子

富 山

川 崎

伊 勢

福 井

彦 根

南 会 津

14

32

22

35

26

9

58

51

22

13

20

30

14

52

34

16

27

23

22

16

11

20

18

21

34

26

12

34

16

16

12

61

22

平成26年度支部総会開催

開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 
参加
人数 開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 

参加
人数

8月30日

9月3日

9月10日

9月27日

10月22日

10月25日

10月25日

10月25日

10月25日

11月1日

11月7日

11月7日

11月8日

11月8日

11月8日

11月8日

11月8日

11月14日

11月15日

11月16日

11月21日

11月29日

12月5日

12月6日

1月24日

1月31日

2月27日

2月28日

2月28日

2月28日

2月28日

3月13日

3月30日

神 奈 川

住 芝 会

熊 本

大 分

ハンドボール部OB会

新 潟

佐 賀

埼 玉

青 森

山 口

広 島

東 京 総

宮 崎

茨 城

島 根

栃 木

山形支部庄内地区分会

関 西

英 交 会

岡 山

多 摩

硬式野球部OB 会

シ ン ガ ポ ー ル

黒 潮 会

長 野

よ ろ く 会

山 梨

錬 心 会

山 形

千 葉 県

群 馬

三 芝 会

奥 村 組 芝 浦 会

56

13

31

31

24

29

17

40

14

18

39

51

15

46

12

28

14

47

36

19

27

21

11

13

34

31

17

31

14

20

30

29

10

横 浜

港 区

熊 本

大 分

芝 浦 校 舎

新 潟

佐 賀

大 宮 校 舎

弘 前

山 口

広 島

豊 洲 校 舎

宮 崎

水 戸

松 江

宇 都 宮

山 居 町

大 坂

芝 浦 校 舎

岡 山

芝 浦 校 舎

芝 浦 校 舎

シンガポール

芝 浦 校 舎

長 野

芝 浦 校 舎

甲 府

港 区

山 形

千 葉

高 崎

芝 浦 校 舎

芝 浦 校 舎
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平成 26年度　収支計算書
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     　決算額         増　減
《事業活動収支の部》 

　【事業活動収入】

　　基本財産運用収入

　　・基本財産利息収入
　　会費収入

　　・正会員収入
　　　　終身会費収入（ａ）
　　　　終身会費収入（ｂ）
　　　　年会費収入
　　・臨時会費収入
　　　　全国総会会費収入
　　　　新年交歓会会費収入
　　事業収入

　　・名簿作成収入
　　・全国総会収入
　　・新年交歓会収入
　　・その他の事業収入
　　・ＣＤ販売収入
　　・資格取得サービス収入
　　・校友倶楽部収入
　　寄付金収入

       雑収入

　　・受取利息
　　・雑収入
　　事業活動収入計
　【事業活動支出】

　　事業費支出

　　・全国総会懇親会支出
　　・支部協力助成金支出
　　・会誌発行費支出
　　・名簿支出
　　・教育事業後援費支出
　　・校友倶楽部支出
　　・代理徴収返還金支出
　　・その他の事業費支出
　　管理費支出

　　・会務運営費支出
　　・会議会合費支出
　　・管理費内予備費支出
　　事業活動支出計

　　事業活動収支差額

《投資活動収支の部》 

　【投資活動収入】

　　・基本財産取崩収入
　　・保証金・敷金回収収入
　  投資活動収入計

　【投資活動支出】

　　・基本財産組入支出
　　・什器備品取得支出
　　投資活動支出計

　　投資活動収支差額

《財務活動収支の部》 

　【財務活動収入】

　  財務活動収入計

　【財務活動支出】

　  財務活動支出計

　  財務活動収支差額

当期収支差額

 

前期繰越収支差額 

次期繰越収支差額 

300,000
300,000

75,160,000
70,860,000
800,000

69,160,000
900,000
4,300,000
4,000,000
300,000

10,200,000
0

3,000,000
300,000
1,200,000

0
300,000
5,400,000

0
0
0
0

85,660,000

59,580,000
8,450,000
9,900,000
1,300,000
720,000

26,290,000
5,820,000
1,000,000
6,100,000
17,600,000
14,350,000
3,250,000

0
77,180,000
8,480,000

10,000
0

10,000

8,490,000
0

8,490,000
-8,480,000

0

0
0
0

66,434,312
66,434,312

52,171
52,171

73,464,200
69,178,000

0
69,160,000
18,000

4,286,200
3,909,000
377,200

14,537,467
163,000
3,129,352
305,000
1,298,536
10,000
190,080
9,441,499
421,122
605,760
5,760

600,000
89,080,720

61,309,087
12,304,745
10,225,460
209,520
709,869

21,554,539
9,478,552
1,240,000
5,586,402
19,269,020
15,648,745
3,620,275

0
80,578,107
8,502,613

19,341
0

19,341

5,040,218
0

5,040,218
-5,020,877

0

0
0

3,481,736

66,434,312
69,916,048

247,829
247,829
1,695,800
1,682,000
800,000

0
882,000
13,800
91,000
-77,200

-4,337,467
-163,000
-129,352
-5,000
-98,536
-10,000
109,920

-4,041,499
-421,122
-605,760
-5,760

-600,000
-3,420,720

-1,729,087
-3,854,745
-325,460
1,090,480
10,131

4,735,461
-3,658,552
-240,000
513,598

-1,669,020
-1,298,745
-370,275

0
-3,398,107
-22,613

-9,341
0

-9,341

3,449,782
0

3,449,782
-3,459,123

0

0
0

-3,481,736

0
-3,481,736

中科目　　　 大科目
一般正味財産増減の部     

１、経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用収益

　基本財産利息収益

会費収益

　正会員会費収益

　臨時会費収益

事業収益

　名簿作成収益

　全国総会収益

　新年交歓会収益

　その他の事業収益

　CD販売収益

　資格取得サービス収益

　校友倶楽部収益

寄付金収益   

雑収益

　受取利息

　雑収益

経常収益計 

（2）経常費用

事業費

　全国総会懇親会費用

　支部協力助成金

　会誌発行費

　名簿費

　教育事業後援費

　校友倶楽部費用

　代理徴収返還金

　その他の事業費

管理費

　会務運営費

　会議会合費

　減価償却費

経常費用計 

当期経常増減額

２、経常外増減の部

（1）経常外収益

（2）経常外費用

当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

正味財産期末残高     

52,171

69,178,000

4,286,200

163,000

3,129,352

305,000

1,298,536

10,000

190,080

9,441,499

5,760

600,000

12,304,745

10,225,460

209,520

709,869

21,554,539

9,478,552

1,240,000

5,586,402

15,648,745

3,620,275

865,648

52,171

73,464,200

14,537,467

421,122 

605,760

89,080,720

61,309,087

20,134,668

81,443,755

7,636,965

0

0

0

7,636,965

302,990,111

310,627,076

0

0

0

310,627,076

平成 26年度　正味財産増減計算書
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）

科　　　目
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平成 26年度　財産目録
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）

平成 26 年度　貸借対照表
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

平成27年3月31日現在 平成27年3月31日現在（単位：円）

平成 26 年度　監査報告

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産

　　（1）現金預金

　　（2）前払金

　　流動資産合計

　２.固定資産

　　（1）基本財産

　　預金・国債

      （2）その他の固定資産

　　固定資産合計

　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

　　（1）未払金

　　（2）前受金

　　（3）預り金

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ正味財産の部

　指定正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　一般正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　正味財産合計

　負債及び正味財産合計

69,670,654

457,462

229,255,744

11,455,284

70,000

56,000

86,068

70,128,116

240,711,028

212,068

310,839,144

212,068

0

《0》

《0》

310,627,076

《229,255,744》

《0》

310,627,076

310,839,144

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産　

（1）現金預金等

　　①現金手許保有高

　　②普通預金

　　　みずほ銀行浜松町支店

　　　みずほ銀行芝支店

　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（会費口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（一般口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（総会口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（寄付口）

　　③郵便貯金

　　　郵便貯金

　　　郵便振替

（2）前払金

　　　流動資産合計

　２.固定資産

（1）基本財産

　　①基本財産（預金・国債）

         みずほ銀行浜松町支店（定期）

          みずほ銀行芝支店（定期）

          三井住友銀行三田通支店（普通）

          三井住友銀行三田通支店（定期）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（普通）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（定期）

           三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（定期）

          りそな銀行田町支店（普通）

          りそな銀行田町支店（定期）

          郵便貯金（普通）

          国　債

（2）その他の固定資産

　　①建物設備

　　②什器備品

　　③投資有価証券（㈱エスアイテック株式）

　　　　固定資産合計

　　　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

 （１）未払金

 （２）前受金

 （３）預り金

　　　　流動負債合計

　　　　負債合計

　　　　正味財産合計

69,670,654

847,164

68,547,543

63,849,723

2,133,680

30,020

2,364,034

20,067

150,019

275,947

0

275,947

457,462

229,255,744

229,255,744

10,071,528

10,117,430

17,027,345

10,105,315

48,225,617

10,105,315

10,121,477

42,049,541

10,106,129

31,335,047

29,991,000

11,455,284

9,405,159

50,125

2,000,000

70,000

56,000

86,068

70,128,116

240,711,028

212,068

310,839,144

212,068

310,627,076
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平成 27年度　事業計画（案） 平成 27年度　収支予算書（案）
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     前年度決算額     増　減
《事業活動収支の部》 

0
0

70,780,000
66,480,000

0
66,480,000

0
4,300,000
4,000,000
300,000

12,410,000
3,000,000
300,000
1,300,000
150,000
10,000
300,000
7,350,000

0
400,000

0
400,000

83,590,000

61,455,000
8,450,000
9,200,000
1,500,000
820,000

25,630,000
6,635,000
8,220,000
1,000,000
19,135,000
15,000,000
3,950,000
185,000

80,590,000
3,000,000

0
0
0

3,000,000
0

3,000,000
-3,000,000

0

0
0
0

69,916,048
69,916,048

52,171
52,171

73,464,200
69,178,000

0
69,160,000
18,000

4,286,200
3,909,000
377,200

14,537,467
3,129,352
305,000
1,298,536
163,000
10,000
190,080
9,441,499
421,122
605,760
5,760

600,000
89,080,720

61,309,087
12,304,745
10,225,460
209,520
709,869

21,554,539
5,586,402
9,478,552
1,240,000
19,269,020
15,648,745
3,620,275

0
80,578,107
8,502,613

19,341
0

19,341

5,040,218
0

5,040,218
-5,020,877

0

0
0

3,481,736

66,434,312
69,916,048

-52,171
-52,171

-2,684,200
-2,698,000

0
-2,680,000
-18,000
13,800
91,000
-77,200

-2,127,467
-129,352
-5,000
1,464
-13,000

0
109,920

-2,091,499
-421,122
-205,760
-5,760

-200,000
-5,490,720

145,913
-3,854,745
-1,025,460
1,290,480
110,131
4,075,461
1,048,598
-1,258,552
-240,000
-134,020
-648,745
329,725
185,000
11,893

-5,502,613

-19,341
0

-19,341

-2,040,218
0

-2,040,218
2,020,877

0

0
0

-3,481,736

3,481,736
0

「主要計画」

１、　全国総会・懇親会の開催
２、　本部と支部の連携強化と支部への多面的支援
　　  を図る
    　 ・支部連絡会の開催
    　 ・幹事会の開催
    　 ・校友会推薦による入試制度の創設推進を図る
    　 ・各支部への助成及び支部旗作成
    　 ・支部功労者表彰制度の運営
３、　健全な財務を育成する為の策定推進を図る
    　 ・財産管理の徹底
４、　各委員会を充実し、機能の拡大及び積極的活
　　  動の強化を図る
５、　母校及び在校生に対し支援活動を図る
    　 ・校友による実学サロンの開催
    　 ・新入生及び新卒業生への記念品贈呈
    　 ・箱根駅伝出場に向けての支援強化
    　 ・学生団体への資金協力
    　 ・ホームカミングデーの協賛
    　 ・その他大学行事への支援
    　 ・在学生のための就職支援強化（在校生就職
　　    支援委員会発足）
６、　新規幹事と常任幹事の発掘
７、　校友会と後援会の連携・強化を図る
    　 ・後援会との交流　
    　 ・父母懇談会への参加協力　
８、  校友倶楽部の運営
９、  収益事業の促進
    　 ・資格取得講座への紹介業務の運営
    　 ・校歌ＣＤの販売
    　 ・会員名簿の販売
    　 ・新規収益事業の開拓
１０、　芝浦技術士会、ＭＯＴ支部との協力事業の
　　　 模索

 【事業活動収入】

 　基本財産運用収入

 　・基本財産利息収入
 　会費収入
 　・正会員収入
 　　　終身会費収入（ａ）
 　　　終身会費収入（ｂ）
 　　　年会費収入
 　・臨時会費収入
 　　　全国総会会費収入
 　　　新年交歓会会費収入
 　事業収入
 　・全国総会収入
 　・新年交歓会収入
 　・その他の事業収入
 　・名簿作成収入
 　・ＣＤ販売収入
 　・資格取得サービス収入
 　・校友倶楽部収入
 　寄付金収入
 　雑収入

 　・受取利息
 　・雑収入
 　事業活動収入計
 【事業活動支出】

 　事業費支出

 　・全国総会懇親会支出
 　・支部協力助成金支出
 　・会誌発行費支出
 　・名簿支出
 　・教育事業後援費支出
 　・その他の事業費支出
 　・校友倶楽部支出
 　・代理徴収返還金支出
 　管理費支出
 　・会務運営費支出
 　・会議会合費支出
 　・管理費内予備費支出
 　事業活動支出計
 　事業活動収支差額

　　　   《投資活動収支の部》 

 【投資活動収入】

 　・基本財産取崩収入
 　・保証金・敷金回収収入
   投資活動収入計
 【投資活動支出】

 　・基本財産組入支出
 　・什器備品取得支出
 　投資活動支出計

 　投資活動収支差額

　　　   《財務活動収支の部》 

 【財務活動収入】

 　 財務活動収入計

 【財務活動支出】

 　 財務活動支出計

 　 財務活動収支差額

　　　   当期収支差額

 

　　　   前期繰越収支差額 

　　　   次期繰越収支差額 



石川支部

宮城支部

香川支部
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なかだ　　ひでひろ

仲田　秀啓
（72 歳）

昭和42年
芝浦工業大学
工学部建築学科

沖縄支部

平成27年度　校友会功労者表彰

　卒業後札幌市役所に勤務され多くの実績を残し、昭和
60年より幹事を務められました。市役所芝浦部会を築き
盛り上げて頂きました。更に、会員相互の信頼も厚く建
築部会を統括し、今日に於いても親睦会やゴルフでの交
流も活発に行っております。また、17年間副支部長を務
め、過去3代の支部長を支えてまいりました。4代目支部
長として就任され懇親的にご尽力なされ、健全なる運
用、時代にあった改革を心がけてくださいました。支部
長としては短い4年間でありますが、北海道支部会員から
も絶大なる信頼を得ております。よって平成27年度功労
者表彰として推薦させて頂きます。

　昭和45年入会、平成6年より現在までの20年間は石川支
部幹事として会員交流を担当、通算45年にわたり積極的
に支部活動を支え、親睦ゴルフでは、他県支部とも交
流、支部発展に大きく貢献されている。

　宮城支部支部長の職責を2期4年に渡り、見事に遂行さ
れるなど、支部の充実・発展に多くの実績を残したこと
から、その功績を称え、強く推薦致します。

　田中信也氏は、平成19年4月の「香川支部結成総会」か
ら平成26年4月まで香川支部副支部長を、また平成26年4
月からは相談役を務めていただいております。その間、
香川支部副支部長として、支部長の補佐、支部会員の交
流拡大、香川支部と四国他支部や後援会四国支部との連
携・調整を、また香川支部の重鎮として現在も後輩の相
談・指導を行うなど、香川支部の発展に献身的に尽力さ
れて来られました。今日、香川支部活動が継続的に発
展・活性化しているのも田中信也相談役の多大な功績・
貢献によるものであり、香川支部を代表して、田中信也
相談役を平成27年度の校友会功労者として推薦させてい
ただきます。

　本沖縄支部は、昭和50年5月に創立。
仲田先輩は、初代役員の幹事に就任。爾来40年間、沖縄
支部の幹事職を終始継続して担われ、現在もなお本支部
の元老としてその活動を支えておられます。
　又、仲田先輩は歴代の支部長・副部長を影から支え、
他の後輩役員を指導・啓蒙され、本支部の活動・発展に
大いに貢献されました。

ほんま　　ひろあき

本間　博昭
（73歳）

たなか　　しんや

田中　信也
（75歳）

たつみ　  いちろう

辰巳　一郎
（72歳）

あきやま　てるまさ

秋山　輝正
（75歳）

昭和39年
芝浦工業大学
工学部建築学科

昭和40年
芝浦工業大学
工学部建築学科

昭和37年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

昭和37年
芝浦工業大学
工学部建築学科

北海道支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　宇塚氏は、昭和59年から副支部長、平成22年から支部
長を努め、31年間にわたり、一貫して校友会活動に多大
な貢献をしてきました。
　特に、平成になってから休眠状態に近かった栃木支部
を、復活に向けて先頭に立って活動され、平成18年に総
会を開催し、栃木支部を復活させました。
　平成22年からは支部長として、役員会・事務局の組織
体制を強化し、毎年多くの会員の参加を得て総会・研修
会・意見交換会を開催しています。
　また、平成26年8月に30周年を迎えた栃木支部を記念し
て、平成27年3月に「栃木支部30年の歩み」を発刊するな
ど支部活動の発展に尽力しています。
　○昭和59年～平成21年　副支部長
　○平成22年～　支部長
　○平成27年3月　「栃木支部30年の歩み」発刊

　多摩支部発足時から支部に貢献し続け、念願の多摩支
部旗獲得のために、多摩支部長として、支部の先頭に立
ち栄誉ある多摩支部旗を獲得されました。
現在、多摩支部の顧問として支部組織作り、若手会員の
参加勧誘の行動と努力は校友会の範、貢献多として、校
友会功労者表彰者として推薦します。

　中村宜壽氏は平成18（'06）年5月の福岡支部の再構築
時から、副支部長として、当時の中村宏支部長を補佐
し、組織の充実や拡張に努められてきました。そして、
平成22（'10）年7月、支部長に就任、支部の発展や卒業
生の就職支援などにその力量を遺憾なく発揮され、昨年
の6月に退任、現在は相談役として後進の育成にあたられ
ています。また、卒業生評議員選挙に際しては、九州・
沖縄ブロックをよく取りまとめられ、これまでに2名の方
の当選に貢献されました。
　以上によりここに、氏がこれまでに校友会福岡支部の
活動や運営に尽力された功績に対し、功労者として推薦
するものであります。

　昭和37年新潟県に土木技師として採用され、道路建設
課技師として勤務。平成9年3月土木部技監で退職し、民
間企業に7年間在職しました。
　昭和37年県庁入庁と同時に、先輩上司の命により、そ
れまで同好会校友会であったものを正式な芝浦工業大学
校友会新潟支部に発展させるよう設立を図り、全学的な
会員の確保と会則の立案を幹事長として担い、本部に申
請、受理されることとなり、昭和37年11月より現在の校
友会新潟支部がスタートしました。平成9年から平成25年
16年間に渡り副支部長を務め、その後常任顧問として現
在に至り、その功績は大と認め校友会新潟支部の2月の役
員会で決まり推薦させてもらう運びとなりました。

うづか　つねお

宇塚　典夫
（76 歳）

おかもと　やすあき

岡本　泰明
（73 歳）

昭和37年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

昭和41年
芝浦工業大学
工学部機械工学科

栃木支部

多摩支部

なかむら　よしひさ

中村　宜壽
（72 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部建築学科

福岡支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

のざき　のぶゆき

野崎　信行
（75 歳）

昭和37年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

新潟支部
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　坂上氏は卒業後群馬県職として入職しました。以来、
東部県民局長を退職されるまで、芝浦工大の卒業生とし
て後輩の指導にあたり、校友会群馬支部長を歴任して現
在群馬支部の顧問と我々幹部の手本として指導を仰いで
いるところです。
　支部総会が開催出来なかった時は、群馬県庁に於いて
会議を開くなど、粘り強く卒業生の勧誘に努め、芝浦人
として技術指導、人間教育など和をもってマネジメント
してきた人物であります。最近は若い人、女性も参加し
た支部総会が開催出来る事は、坂上氏の影響力が多大で
す。
　平成27年度校友会功労者として表彰して戴きたくお願
い申し上げます。

　昭和39年(1964年)卒業とともに地元広島の金庫メー
カー(株)熊平製作所(生産技術部)に就職し耐鐘・耐熱合金
の諸研究に携わられました。また在任中、同社に10数名
の後輩を迎え入られ後輩の指導と親睦に努められまし
た。一方、校友会広島支部での活動は、平成元年に入会
され平成8年中根氏(マツダ勤務)の後任として金属工学科
の科幹事に就任されると共に、広島地区の中核幹事とし
て会員相互の親睦を図るイベント行事の活性化に奔走さ
れました。
　同時に囲碁クラブ・ロボットセミナー担当幹事も兼務
され広島支部の発展と会員増強に大きく寄与されておら
れます。
　よって「校友会功労者」に推薦致します。

　松村和彦氏は静岡県同窓会設立当時から副会長を30年
間勤められた後、6年間会長を務められました。同窓会設
立に尽力し、会長就任後は会員拡大に努め、在任中の総
会出席者は飛躍的に増加、年会費納入者も増加するなど
当会の発展に大きな足跡を残しました。
　また、平成20年からは3期6年間支部長として、支部発
展のため本部補助のため誠心誠意努力されてきました。
芝浦工業大学ロボットセミナーの静岡開催に於いても、
関係機関と積極的に調整を図り地元の信頼を獲得し、セ
ミナー開催に多大な功績を残しました。現在も顧問とし
て新会長への助言、後輩の指導など積極的に会への貢献
をしています。

さかうえ　こうじ

坂上　康次
（71 歳）

昭和61年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

群馬支部

つむら　まさし

津村　征志
（73 歳）

昭和39年
芝浦工業大学
工学部金属工学科

広島支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

まつむら　かずひこ

松村　和彦
（77 歳）

昭和36年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

静岡県
同窓会支部
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　井上氏は、本学バスケットボール部OB（1962（昭和37）年卒）として
2009年から監督を務め、後輩の指導にあたっておられます。試合が遠方の大
学（例えば宇都宮大学、群馬大学、高崎経済大学、および工学院大学（八王
子）等）で行われる際には、ご自宅のある千葉県から、朝早い時間帯でもお
越しくださいます（足に若干ご不自由があることを申し添えます）。常日頃
から、学生たちの生活に至るまで心にかけ、叱咤激励し、夏の合宿等にも他
のOB方々とともに参加してくださいます。
　そのお蔭で学生たちの士気も上がっており、今年は多くの優秀な成績を修
めることができました。
　2014年6月～7月の理工系リーグ戦では、2部で第2位となり、1部への昇格
を決めました。9月～10月の関東大学バスケットボール・リーグ戦では、5部
の大宮エリアBブロックを第1位で通過して入れ替えチーム決定トーナメント
へ進出し、そこで第3位となって4部への自動昇格を決めました。4部昇格は
今年の目標であり、学生たちにとっては大きな自信と連帯感につながってい
ます。
　現在も、理工系秋期トーナメント戦で勝ち続けており、12月20日(土)に準
決勝を控えています。このような結果に基づき「課外活動における指導実績
及び特に功労があった者」として井上氏を推薦致します。

　平成26年度東都大学野球リーグ3部にて、春季リーグ戦にて優勝し、秋季
リーグ戦では準優勝をおさめました。本学の3部優勝は35年ぶりの快挙であ
り、森本監督のここ数年間に渡る指導の賜物であります。
　以上のことから、森本静監督を校友会課外活動指導者功労賞に申請しま
す。

いのうえ　まさのり

井上　正教
（男子バスケットボール部）

もりもと　しずか

森本　静
（硬式野球部）

氏　　名      　 　　　　　　　　功　　　　　　績

平成27年度　課外活動指導者功労賞
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平成27年度　母校文化会体育強化育成事業　奨励支援金対象団体

団体名     　顧問　　　  監督等 　　　　　功　　　　　　績

関東学生ソフトテニス春季リーグ5部優勝
関東学生ソフトテニス秋季リーグ4部優勝
（同リーグ3部昇格）

東都大学野球連盟3部春季リーグ優勝
東都大学野球連盟3部秋季リーグ準優勝

理工系リーグ戦大会2部　2位（1部昇格）
関東バスケットボールリーグ5部1位（4部昇
格）　　　　
理工系秋季トーナメント　3位

第10回種子島ロケットコンテスト（敢闘賞、
ベストプレゼン賞）
第10回能代宇宙イベント　ハイブリッドロ
ケット打上げ
ARLISS（国際大会）参加

新関東リーグ春季2部　優勝
新関東リーグ秋季2部　2位

見沼区役所周辺リニューアルプロジェクト
東大宮サマーフェスティバルのイルミネー
ションでの地域活性化、「建築展キャラライ
フ」での知名度向上への貢献

箱根駅伝予選会33位
埼玉駅伝　一般・大学の部7位と13位
立川ハーフマラソンの参加と好成績
琵琶湖マラソンへの挑戦・参加

第12回全日本学生フォーミュラ大会10位
（関東4位、10／90）

【体育会】
ソフトテニス部

【体育会】
硬式野球部

【体育会】
男子バスケットボール部

【文化会】
芝浦衛星チーム

【体育会】
準硬式野球部

【文化系サークル】
建築研究会

【体育会】
陸上競技部

【体育会】
芝浦工業大学

Formula　Racing

井戸川知之

山本　紳一郎

本田　まり

吉田　健二

花房　昭彦

澤田　英行

石﨑　聡之

斎藤　寛泰

味澤　善朗

森本　静

井上　正教
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平成27年度

芝浦工業大学校友会懇親会 支部賛助一覧
本総会にあたり下記支部より賛助頂きました

北

海

道

支

部

青

森

支

部

岩

手

支

部

秋

田

支

部

宮

城

支

部

山

形

支

部

埼

玉

支

部

千

葉

県

支

部

東

京

総

支

部

多

摩

支

部

神

奈

川

支

部

新

潟

支

部

長

野

支

部

富

山

支

部

石

川

支

部

福

井

支

部

静
岡
県
同
窓
会
支
部

愛

知

支

部

三

重

支

部

関

西

支

部

広

島

支

部

山

口

支

部

香

川

支

部

徳

島

支

部

高

知

支

部

福

岡

支

部

佐

賀

支

部

鹿

児

島

支

部

沖

縄

支

部

英

交

会

支

部

黒

潮

会

支

部

緑

会

支

部

機
械
工
学
科
同
窓
会
支
部

錬

心

会

支

部

神

奈

川

県

庁

支

部

京

三

支

部

三

芝

会

支

部

鹿

芝

会

支

部

清
水
建
設
芝
浦
会
支
部

住

芝

会

支

部

芝
浦
技
術
士
会
支
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部

愛

媛

支

部

川

崎

市

役

所

支

部

山

梨

支

部

岡

山

支

部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

大

分

支

部

茨

城

支

部

群

馬

支

部

島

根

支

部



北 海 道

青 森

岩 手

秋 田

宮 城

山 形

福 島

栃 木

茨 城

群 馬

埼 玉

千 葉 県

東 京 総

多 摩

神 奈 川

新 潟

長 野

山 梨

富 山

石 川

福 井

岐 阜

静岡県同窓会

愛 知

三 重

関 西

鳥 取

岡 山

島 根

広 島

山 口

香 川

徳 島

愛 媛

高 知

大 分

福 岡

宮 崎

熊 本

佐 賀

長 崎

鹿 児 島

沖 縄

韓 国

台 湾

シンガポール

MOT 同窓会

機械工学科同窓会

よ ろ く 会

緑 会

英 交 会

黒 潮 会

二部ワンダーフォーゲル部 OB 会

錬 心 会

柔道部 OB 会

ギター部 OB

芝浦技術士会

硬式野球部 OB 会

TBT（鳥人間）OB･OG 同好会

ハンドボール部 OB 会

ソフトテニス部 OB 会

ヨット部 OB 会

スキー部 OB 会

安藤建設芝浦会

大林グループ芝浦会

奥村組芝浦会

神奈川県庁

川崎市役所

関電工芝浦会

京 三

熊谷組芝浦会

五洋建設芝浦会

三 芝 会

鹿 芝 会

清水建設芝浦会

住 芝 会

大成芝浦会

ダ イ ダ ン

大日本土木

高砂熱学工業

竹中芝浦会

戸田建設芝浦会

飛島建設芝浦会

日比谷芝浦会

フジタ芝浦会

芝 友 会

40･建築学科

41･土木工学科

50･建築工学科

51･建 築学科

46･建築工学科

46･土木工学科

45･機械工学科

37･土木工学科

43･建築学科

52･建築工学科

46･建築学科

38･電気工学科

39･電子工学科

45･機械工学第二学科

35･電気工学科

48･土木工学科

45･建築学科

41･電気工学科

45･建築学科

43･建築学科

45･土木工学科

57･工業経営学科

50･土木工学科

40･電気工学科

50･電気工学科

48･建築学科

40･電気工学科

45･通信工学科

45･建築学科

43･土木工学科

45･土木工学科

45･通信工学科

47･建築学科

47･建築学科

50･土木工学科

45･土木工学科

45･工業化学科

52･建築学科

38･電気工学科

48･通信工学科

61･工業化学科

43･電気工学科

45･建築学科

19･土木工学科

63･機械工学第二学科

45･建築学科

H21･工学マネジメント専攻

48･機械工学科

46･通信工学科

35･建築学科

44･電子工学科

55･機械工学科

41･電気工学科

45･建築学科

51･建築学科

53･建築学科

37･電気工学科

46･工業経営学科

H10･機械工学第二学科

36･建築学科

44･建築学科

59･工業化学科

44･土木工学科

 

H3･建築学科

56･土木工学科

56･土木工学科

56･建築工学科

56･電気工学科

H3･建築学科

62･建築工学科

55･建築学科

63･建築工学科

56･建築学科

62･電気工学科

H2･建築学科

47･機械工学科

56･土木工学科

55･建築工学科

55･建築学科

55･電気工学科

45･建築学科

H3. 土木工学科

19･機械工学科

山 口　富 雄

下 山　勝 弘

遠 藤　龍 一

渡 邊　淳 悦

鎌 田　正 夫

川 越     　進

濱 田　英 晴

宇 塚　典 夫

村 田　省 吾

半 田 公 作

泉 澤   定 雄

井 上　正 教

大 丸　征 史

谷 川     　潮

安 藤　脩 二

臼 井　静 男

北 村　武 彦

竹 村     　孝

川  﨑  政 善

小 杉   俊 明

西 浦　正 三

平 井   良 樹

鈴 木　和 幸

平 塚　秀 雄

谷    水    佐 久 也

水 口    　 譲

富 本　哲 郎

沖 本　光 昭

浅 野　正 教

立 木     　貢

河 口　英 明

乾　     篤 之

宮 本     　博

高 木　二 郎

吉 本　哲 生

河 野　元 勝

角 　    敬 之

尾 形   彰 史

三 角　保 之

山 田　清 人

藤 本　博 文

濱 田   英 俊

藤 元　節 男

金　　　範 得

江　　　文 雄

橋 本　雅 夫

西 河　洋 一

髙 木　光 一

小 寺　貴 士

井 家　良 明

淺 野　昌 宏

加    藤    善 次 郎

梅    元    千 代 志

阿 部　安 行

早 川　金 光

渋 谷　雅 信

大 原　武 光

前 野　和 博

伊 藤　嘉 将

塩 川　安 賢

早 川     　昇

柴 田　真 利

山 田　敏 明

不 在

不 在

吉 本　竜 也

鈴 木　祥 一

藤 倉 茂 起

鈴 木  雅 久

片 山 雅 則

宮 澤    　 守

柳 沢 純 一

釜 井 重 一

増 田 孝 弘

中 村 行 男

南 山 佳 徳

種 元 賢 弘

西 内 義 充

長谷川    勝 　己

竹 内 祥 貴

忍　　　裕 司

古 越　　　仁

不 在

岡 本 正 仁

佐々木    茂 　人

中 村 信 夫

校友会 支部及び支部長一覧

支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
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平成27年度 全国総会・懇親会 実行委員会委員リスト

平成 27 年 6 月 13 日現在

実行委員の皆様には、本日の全国総会・懇親会を開催するにあたり、
4ヶ月間ご協力頂きました。心より感謝申し上げます。

実行委員長：橋本　雅夫

青　木　豊　治
赤　井　和　憲
赤　坂　邦　雄
浅　田　和　浩
淺　野　昌　宏
浅　見　　　勝
新　井　　　剛
新　井　憲　法
有　泉　智　貴
安　齋　正　博
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